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8. 染料の防虫効果に関する研究 辻井成子*,泉加代子**(奈良女子大学家政学部事,愛知淑徳鮫
川大学**) 50.9.18受理

微粒および酸性媒染染料などを用いて羊毛織物を染色し, イガ (Tinea♪eLLl'onelta)による食告

試験を行なって染料の防虫効果について検討した.鞄色した羊毛綴物は白布より食害虫が減少し.

放料によって食害虫に差を生じた. 食害虫が非常に減少する染料では損皮にも関係があり, 市的

庇で染色するほど食告立は小さくなった. しかし馳料には殺虫力は認められず,食告を抑制する

原因は兜料の化学構造に起因すると思われる.

Meckbechl)がMartiusYellowに防虫効果のある

ことを発見し,ついで MinaeEf2)は放料による防虫

効果を知る目的で各種汲料を用いて検討し,Methyl

Violetなど教程 の鞄料に効米のあることを見出して

いる.そこで現在羊毛の染色に多く用いられている俄

性染料.酸性媒蝕染料が,わが国の羊毛害虫として式

安なイガ (Tf'nea♪cLh'onella)の食苔に対してどの程

度の防虫効果を有するかについて検討した.

本文に入るに先T.IPち,終始御指導を賜りました京都

大学良学部内田俊郎教授に厚く御礼申し上げます.ま

た災験に御協力いただいた中野令子氏にも併せて謝意

を鼓します.

材料および方法

この火映に用いたイガは㌍者の研究室で継続飼育し

ていろ系統であろ.飼育には内径 11cm,深さ7cm

のガラスシャーレを用い.志はすり合せのガラス板と

し中央に直径3cmの穴をあけて40メッシュの金網を

はり空気の流通をよくした.20土loC,65土2% RH

の恒温恒湿室内で飼育した.飼料 はかソオブシ粉末

30g.乾燥粉末酵母 (市販エビオス)9gを混合した

ものを用いた.試験に用いたイガ幼虫は前記飼育中の

ものから羽化した成虫を染めて産卵させ,24時間以内

に超下した卵1,000個を前記と同様の条件で飼育し,

ふ化後50日目の幼虫で体茄の揃ったものを選んで用い

た.イガ幼虫はみの虫のような翻A!をもっておりそれ

をふくめて平均体皿 ま2.12mgである.

食害試験JT]の地色布は羊毛増野試料布 (TestFa.

brics.Inc.,U.S.A.密度55×45,誼さ6.6オンス/ya2,
エーテル抽出分0.5%以下)香.徴性汲料15軌 酸性

媒染染料5控,塩基性致料3種を用いてそれぞれ常法
で敗色し,2_cmx2cmに裁断した布を試料とした.

敵性媒汲染料は韮クロム髄カ1)で媒鞄した染色布と媒

nしていない染色布の2種類を用いた.
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1 敗色布の食害試験

1) 強制企苔法 :飴色布と白布を24時間恒温恒氾㌫

円に放田後退さを測定し.垣径4cm,深さ1.5cmの

蓋つきガラスシャーレの中に試験布1枚とイガ幼虫10

頭を入れて10日間食害させた.その後試験布をとり出

し歪さを測定し械塩分を食害丑として界出した3).な

お食宕率は染色布の食害見/白布の食苦虫×100として

求めた.くり返しは10回である.

2) 選択食苔法 :iEi一径25cm,深さ6.5cmの芸つき

ガラスシャーレの中に各染色布28枚と白布1枚をラン

ダムに入れ,イガ幼虫を58頭入れた.1)と同条件下で

2週間摂食させて同様に食諾垣.食害率を求めた.

2 温度別飴色布の食醤試験

1の1)の試験結果から食醤率の大きかった Phlo･

又ine,TartrazineXX,ScarletforSilkの3位と企

諾率が小さかったPalatineChromeRedR,SuminoI

MillingBlack8BX,SuminoIMillingCyanincGR

extraの3毛虫について.0.1,0.5,1.0,5.0,10.0,00'

(0.W.∫)の渋皮で兜色し,故制食語f法でlulrJの試

験をして奴料氾度が食掛 こあたえる捗執 こついて検討

した.

結果および考察

強制食害法による食害試験の結果はTablelに示し

た.白布の食害率100%に対して染色布は93.97%以下

に減少し,白布の食害塁とすべての染色布の食割 辻の

問には有意差が認められた.食害率が60%以下に減少

した汲料は,OrangeBC,SuminoIMillingBlack

8BX,SuminoIMillingCyanineGRextra,Palatinc

ChromeRedR,NappthoIYellowS,MatiusYellow

である.

試験に用いたイガ幼虫の生理的条件をできるだけ一

定にしてもその結果のバラツキが大きいことが多いの

で今回もくり返しを10回とした.変動係数は汲料によ
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って列なっているが7.86-20.6の1L'Uにあり.イガ幼虫

の成長時におけろ摂食宛の偶作変bTl･の変動係数と大丑

はみられなかったので朽別性は比佼lruよいと増えられ

ち.

故制企!L'法ではイガ幼山はあたえられT:1枚のIqiT.I

けを企!tllすろことしかできないので,EJ山に少きまわ
り退別して11!企できろ送別企日比について検討した.
遜Ul企!L'法によろ拭鹸紙知を示したのが Table2

であろ.白布の企E!Jl率100%に対して企譜率の小さい

ものから SuminoIMilling CyanineGR extra,

OrangeBC,Palatin Chrome Red R,SuminoI

Milling Cyarline5R extra,WoolBrown TG,

DiamondBlueBlackBの頓で.20%以下の食苔率

を示した.大部分の奴料は企'JL'ifli20-50,00/の間に合ま

れ50%以上の企!L'畔を示したものは.PholoxineAcid

Violet4BN,ScarletforSilk,QuinolincYellow

O･D･concで. これら4和の敗色抑 ま日印の企'i(iit
との関に有志差は認められなかった.選択企Elu舷 では
変動係数が示すようにその(IEが大きく食fit状況にかな

りのバラツキがみられるので差を生じなかったものと

瓜われる.しかし牧村間には企ErF,!率が20%以下,20-

50,%.50-80%と差があり,選択食害法の場合も明ら

かに放料の種三馳こよって著しく食害塁が異なっていた.

食害噸位は強制食告法と比較すると若干の相違がみ

られたので両試験法の関係をみたのが Fig.1である.

相関係数は0.7405で強制法と選択法の結果にはかなり

Table1. Amountoffeedingortheclothesmothlarvaeagainstdyedwoolenfabrics.

Dyestu-∫ Ammgi･1.Ou,eveade Amt･S?E,.feed

Nonedyedfabric

TartrazineXX

ScarletforSilk

SunchromineYellowMD

ChromeBrilliantVioletB*

ChromeBriⅢantVioletB

DiamondBlueBlacka

DiamondBlueBlackB*

WoolBrownTG

SuncllrOmineYellowMD*

OrangeBC

AcidRedRS

WoolBlack6Gcon°

PalatineScarlet

S.M.Cyanine5Rextra

AcidBlueBlacklob

PalatineChromeRedR*

S.M.Black8BX

S.M.CyanineGRextra

PalatineChromeRed氏

Magenta

MalachitGreen

AcidViolet4BN

Phloxine

RhodamineIiLake

AnthraceneBlueSW2G+

AnthraceneBlueSW2G

NaphthoIYellowS

MatiusYeHow

QuinolineYellow0.D.cone
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餌
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Table2. Amountoffeedingortheclothesmothlarvaeagainstdyedwoolen
fabricschoiceexp:Allfabricsdyedwithdifferentkindsofdyestuff
puttogetherandwerelefttothechoiceo【mothlarvae.

Dyestuff Ammgi･1.Oflaf,eveade Amt･S?i,.feed Amt･C?fv.feed Amt･,Bo,ffeed

Nonedyedfabric

ScarletforSilk

Tartra王ineXX

ChromeBrilliantVioletB*

DiamondBlueBlackB*

ChromeBrilliantVioletB

SunchromineYellowMD*

SunchromineYellowMD

DiamondBlueBlackB

WoolBrownTG

OrangeBC
PalatineScarlet

PalatineChromeRedR*

AcidRedRS

S.M.Black8BX

AcidBlueBlacklOB

Woollilack6Gcon°

S.M.Cyanine5Rextra

S.M.CyanineGRextra
PalatincChromeRedR

AcidViolet4BN

MalachiteGreen

Magenta

Phloxinc

RhodamineaLake.

AnthraceneBlueSW2G*

AnthraccneBlueSW2G

Napht1101YellowS

QuinolincYellow0.D.cone
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●A一tertreatmentwithchrom

よい一致がみられた.両者を通じてもっとも食害畠の

小さい触料は.SuminoIMillingCyanineGRextra,

OrangeBC,PalatineChromeRedRであり.大き

かったのは.ScarletforSilk,TartrazineXX,

Phloxineであった.AcidViolet4BN,Quholine

Yellow0.D.concは選択食-lB法でとくに食Fif虫が大
きかった,

強制食事法の艶色布の食害率は大部分が60-･80%の
範囲に含まれているのと比較して.退択食害法は殆ん

どが50%以下に械少し染色布の食害量が小さくなって

いる.このことはイガ幼虫が種々の染色布と白布の間

を少きまわってその結果白布に袋申して食当した結果
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であると考えられ,染料には明らかにイガ幼虫の企出

を抑制する効果のあることが認められた.

次に染料の色相と食害の関係について検討してみる

と.同じ色であっても例えば黄色の場合 Quinoline

Yellow0.D.concは食害塩が大きく,SunchromirLe

Yellow MD は小さい.赤色では ScarletforSilk

は大きく.PalatineChromeRedRの企u虫は小さ

かった.さらに背色は DiamondBlueBlackB書は

企苦虫が多く.SuminoIMillingCyanineGRextra

の食召迫は少なく,瓜.蘇,背という色相の間に企El芋
虫の差は認められなかった.このことにBgしてはヒメ

マルカツオブシムシ (Anthrenusverbact')の敗色布
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Fig.1.Relationshipbetweentwod;fferentmethods
offeedingtestand,ao'offeedingamount.

の食害についての研究1)でも認められている.敗色布

の食苦虫が白布に比べて減少し,奴料間に差がみられ

ろことは色相に関係なく,染料のf持造に起因するもの

と考えられる.Fig.2に示したj:うに今回使用した放

料は殆んどが Azo放料であり, その他 Nitro,

Triphenylmethane,Ⅹanthen,Quinoline,Anthra･

quinone熟料であるが,こうした発色団別のグループ

間には食告の様相に著明な差矧ま認められなかった.

Jacksonら6)は MatiusYellowの防虫効果は,その

梢道中に含まれるOH益とNO2益によろものと指摘
しているが,捕造中にOH遊･,NOZ基をもつ Acid
BlueBlacklOBconcや,DiamondBlueBlackB

には著しい防虫効果は認められなかった.化学的招性

をもつ化合物は,その化学梢道がわずかに変化しても

iil性は急城するのが通例であるので.地料の場合も

NO2-JJ;･,OH益をもっていても簡単に結論づけられず,

企苔に差只を生ずる原因はさらに詳細な梢道の解析が

必要であろ.

今回5種の酸性媒染染料を用いたが,頭クロム酸カ

.)で媒染処理をt.'た染色布としなかった敗色布の問に

は,その殆んどに食普員の差はなくかえってクロム媒

独した放色布の食El.JtilTtが大きくなった.クロムが媒犯

剤として伏用 された場合.fr･:毛はコイガ (TrneoLa

bfssettJ'ctta)やバクテt)アに抵抗性がみられるl)とも

いわれているが今回の宍鹸結架からはクロムによる抵

抗性の増大は認められなかった. これはイガ幼虫の腸

内ではm企朋イオンは不溶性の硫化物として排治され

る丁･恥ということと関係があるのかも知れない.

食;知,'減少した鞄料とあまりそういう傾向がみられ

なかった兜料3校ずつを用いて染色私産と食害塁の関

Conccntration(0.W.L)(%)

Fig.3. Relationship betweenconcentrationof
dyeand,Oo'offeedingamount.

係について示したのが Fig.3である.企u抑制効果

の小さかった TartraZineXX.ScarletforSilk.

Phloxincについては汎皮が7.Vくなっても企u矧 こ芸

が認められず,食･rL'抑制効米の火きかっT=SuminoI

Milling Black8BX.PalatincChromeRed R,
SuminoIMillingGyanincGR cxtraについてはれ

腔が石一首くなるにしたがって企hrは城少し.奴料の氾皮

と企ulrltのILTUには逆比例的な征flTJ双曲矧 こ似た関係が
みられた.

全日試験糊['1口中のイガ幼虫の1!毛虫の様相を検討する

ため,侮 日の企出血を紺定しその変動の累税値を

Fig.4に示した.どの敗科の場合も食苦虫はほぼ直線

Days

Fig.4. Accumulationofamountoffeeding.
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Amountoffeeding(%)

50 100

Nonedyedfabrics

MonoaZO

ScarletforSilk

TartrazineXX

ChromeBril一iantVio一et

DiamondBlueBlackB*

ChromeBrHliantVio一etB

SunchromineYe一lowMD*

SunchromineYe一lowMD

DiamondBlueBlackB

WooIBrownTG

Orange･BC

Disazo

PalatineScarlet

PalatineChromeRedR*

AcidRedRS

S.M.Black8BX

AcidBlueB一acklOB

WooIBlack6Gconc

S.M.Cyanine5Rextra

S.M.CyanineGRextra

PalatineChromeRedR

Trjarylmethane

AsidViolet4BN

MalachiteGreen

Magenta
Xanthene

Phloxine

RhodamineaLake

Anthraquinone
AnthraceneBlueSM2G*

AnthraceneBlueSM2G

NitrO

NaphthoIYellowS

Quinoline

quinolineYellowODcone

Fig.2.Amountoffeedinginwoolenfabricsdyedwithvariousdyesturf.
(Choiceexperiment).
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的に糊加しており.企!L'の大きいものはru口のtIf.企Ia
が多く.少ないものは何日少しのlitをお的 すろので,

放れの如何を問わず1日の允凹Enはそれぞれ一光流で

あることが認められた.

牧村の防d雌 を検肘するために,地制はと選択班の

二万班にJ:ろ企!:U.試験を拭みた拙狐選択法では日和
に食凹が肘fTL兜也布ではl三l布に比して食!.Tl串は統か
った.この現勤まイガ幼虫の淡色'4-の炎や味など感'iti

的哨好性の差矧 こよる結果とみなされ,放料はイガ幼

山の企fii'に対する抑制効果のあることが明舵に認めら

れた.一方,強制法の場合はかりにイガ幼虫の咽好性

に合わない鞄色布であっても,摂食を強制されるため

企EL!丘は選択法の場合に比して大であった.したがっ

てイガ幼虫の染色布に対する忌避性の検討には選択法

が通するものと考えろ.しかし,熟料のイガ幼虫の生

休におよはす雌轡.すなわち招性の検討には強制法が

通しており.今回の強制法による会田試験紙架死亡し

たイガ幼虫は1頚もみられず,兜料にはある程度の防

虫効柴はあるが殺虫力はないと判断された.
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SummAry

Thcrccdingtestorthecasc･bcaringclothes

moth (Thinca pcllioncHa) larv.lC againstthe

woolenfabricsdyedwithtwenty･threek;ndsof

dyestuffwasmadetoexaminethemothprooring

effectofthesedyestufE.

Theresultsareasfollows.

1) Thefeedingamountonthedyedfabricswas

lessthanthatonthenonedyedfabrics.There

wasalsoconsiderabledifferenceinthefeeding

amount among the dyed fabrics,but its

dillerencewasnotresultedfrom dye-slluebut

maydepend on the chemicalstructure or

dyestuil.

2) In thedyestufftestcd.the higherdyeing
concentraHonbecomes,thelessleeがngamount

becomes.

3) Thoughthedyestuflsdon'tharepesticidal

efEect.thesamplesofwooldyed with the

followingdyestuffresistedstronglytheattack

ofclothes moth 一arvae in the fol一owing

order:PalatineChromeRed R,OrangeBC,
SuminoIMillingCyanineGRextra.
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